
 

 

 

 

 

 

 工作物などの解体に使用する建設機械である鉄骨切断機、コンクリート圧砕機、解体用

つかみ機について、労働災害の防止を図るため、新たに必要な措置が規定されました。 
 

 １ 対象となる機械（新たに「解体用機械」として定義される）  

 

 

 

 

 

 

 
    （建設業労働災害防止協会提供 ）                     （日立建機(株)提供 ）                       （キャタピラージャパン(株)提供 ） 

 

 

 

 
 

 ２ 必要となる措置の内容（主なものを抜粋）  

① アタッチメントの交換作業を行う際の架台の使用を義務付け（第１６６条の２） 

② 過度に重いアタッチメントの取り付けを禁止（第１６６条の３） 

③ アタッチメントの交換後に、取り付けたアタッチメントの重量などを表示（第１６６条の４） 

④ 転倒する危険がある場所では、ブーム及びアームの全長が１２ｍ以上である解体用機械

の使用を禁止（第１７１条の４） 

⑤ 解体した物体が飛来する危険がある場所では、運転室のない解体用機械の使用を禁止

（第１７１条の５） 

⑥ 解体した物体が飛来する危険がある場所への運転者以外の立入りを禁止（第１７１条の６） 
 

 ３ 新たに解体用機械となる機械の運転に必要な資格（詳細は裏面参照）  

① 平成２５年７月１日時点で鉄骨切断機、コンクリート圧砕機または解体用つかみ機の運

転の業務に従事しており、かつ、当該業務に６月以上従事した経験を有する者 

   → 今後実施される「特例講習」を修了する（平成２６年６月３０日まで経過措置あり） 

② 平成２５年６月３０日までに改正前の車両系建設機械（解体用）運転技能講習を修了した者 

   → 今後実施される「特例講習」を修了する（平成２６年６月３０日まで経過措置あり） 

③ 上記①、②いずれにも該当しない者 

   → 平成２５年７月１日以降に実施される車両系建設機械（解体用）運転技能講習を修了する 

 

青森労働局・各労働基準監督署 

労働安全衛生規則（車両系建設機械関係） 

が改正されました ～平成２５年７月１日施行～ 

「鉄骨切断機」 
鉄骨（非鉄金属の工作物を
含む。）を切断するためのは
さみ状のアタッチメントを装
着した建設機械 

「コンクリート圧砕機」 
コンクリートを砕くためのはさ
み状のアタッチメントを装着
した建設機械 

「解体用つかみ機」 
木造の工作物を解体し、又は

その解体物をつかんで持ち上

げるためのフォーク状のアタッチ

メントを装着した建設機械 



(H25.7) 

 

 ４ 新たに解体用機械（機体重量３ｔ以上）となる機械の運転に必要な資格の詳細（抜粋）  

① 平成２５年７月１日時点で鉄骨切断機、コンクリート圧砕機または解体用つかみ機（以下

「鉄骨切断機等」と記載）の運転の業務に従事しており、かつ、当該業務に６月以上従事

した経験を有する者 

 

 

 

 

② 平成２５年６月３０日までに改正前の車両系建設機械（解体用）運転技能講習を修了した者 

 

 

 

 

 

 ５ 車両系建設機械（解体用）運転技能講習を実施する登録教習機関（青森県内）  

① 建設業労働災害防止協会 青森県支部 

   青森市安方二丁目９－１３ 青森県建設会館１階  電話：０１７－７７３－６２００ 

② (株)芽室自動車学校 みちのく教習センター 

   南津軽郡田舎館村大字川部字上船橋４１－４  電話：０１７２－５８－４５６５ 

③ キャタピラー東北(株) 青森教習センター 

   青森市大字滝沢字下川原２１７－２  電話：０１７－７３７－３７２２ 
 

 ６ 鉄骨切断機等の運転業務従事者等に対する「特例講習」の種類  

① 技能講習修了証の保有状況   ② 実務経験       ③ 受講できる特例講習 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ７ 鉄骨切断機等の運転業務従事者等に対する「特例講習」実施機関（青森県内）  

① キャタピラー東北(株) 青森教習センター （青森労働局指定第１号及び第５号（第１種から第３種まで）） 

   青森市大字滝沢字下川原２１７－２  電話：０１７－７３７－３７２２ 

② 建設業労働災害防止協会 青森県支部 （青森労働局指定第２号（第１種及び第３種）） 

   青森市安方二丁目９－１３ 青森県建設会館１階  電話：０１７－７７３－６２００ 

③ (株)芽室自動車学校 みちのく教習センター （青森労働局指定第４号（第１種及び第３種）） 

   南津軽郡田舎館村大字川部字上船橋４１－４  電話：０１７２－５８－４５６５ 

（平成２５年７月２２日現在） 

このリーフレットに関するお問い合わせは、最寄りの労働基準監督署までお願いします。 

車両系建設機械（解体用）運転 

車両系建設機械（整地等）運転 

運転技能講習修了証なし 

鉄骨切断機

等の運転経

験６か月以上

の有無（平成

２５年７月１日

現在） 

有

無

有

有

無

無

（平成 ２５年 ６月３０日現在 ） 
第１種技能特例講習 （学科２時間以上） 

第２種技能特例講習 （学科･実技計３時間以上） 

第３種技能特例講習 （学科３時間以上） 

なし (通常の技能講習(学科･実技計５時間以上)) 

第４種技能特例講習 （学科７時間以上） 

なし (通常の技能講習(学科･実技計３８時間以上)) 

車両系建設機械（解体用） 

運転技能講習修了 

▼ 

平成２５年７月１日 

▼ 

特例講習受講の猶予期間 

(鉄骨切断機等の運転は可能) 

解体用機械の適用は 

「ブレーカ」のみ 

平成２６年６月３０日 

▼ 

特例講習を修了していなければ運転不可 

「特例講習」の実施期間は

平成２７年６月３０日まで

▼

平成２５年１月１日以前 

▼ 

平成２５年７月１日 

▼ 

鉄骨切断機等の 

運転業務に従事 

平成２６年６月３０日 

▼ 

「特例講習」の実施期間は

平成２７年６月３０日まで

▼
特例講習受講の猶予期間 

(鉄骨切断機等の運転は可能) 
特例講習を修了していなければ運転不可 


